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氏　名 所属地本

２０２３年度
ＪＲ西労組中国協議会役員

石松 大介
大川 達也
田中 伸樹
堂屋敷 光
市川 浩司
今井 新市
亀山 泰孝
大戸 浩之
高真 清幸
多田 圭宏

役 職

議　長
副議長
 
事務局長
事務局次長
委　員
 
 
会計監査

広島地本
米子地本
福岡地本
岡山地本
広島地本
岡山地本
米子地本
福岡地本
米子地本
福岡地本

　ＪＲ西労組は、２０２３春季生活闘争において、３期
ぶりの黒字決算が想定される一方、動力費の高騰など
により、依然、厳しい経営状況の中、働きの価値に見
合った賃金水準への引き上げの必要性を訴え、ＪＲ西
労組発足後初となるベア３、０００円の満額回答、年間
臨給４・２箇月などの回答を引き出し、妥結した。
　２０２３年度第１四半期決算は、新型コロナウイルス
感染症が５類へ変更されたことによりご利用が回復
し、３期連続の増収・増益となった。２０２４春闘に向
け、２０２３春闘で勝ち取った「賃上げ」の勢いを止め
ることなく、中期的視点に立った「人財への投資」を継
続的に求めていく。
　賃金実態調査は、２０２４春闘における基礎データ
として活用しており、今年度も９月給与明細において
実施する。全組合員で１００％集約に向けて協力を要
請する！

第28回
賃金実態調査の実施

川 柳  第24回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ マスクとり　初めて顔見た　職場の仲間 ］　倉田裕輔さん （京都地本・米原列車区分会）

組合旗を上村委員長から石松議長へ

　

◀
イ
ラ
ス
ト
：
岩
森
さ
ん

分会では積極的に様々な活動に取り組んでいる

ユーススタディ参加者

中田市議を囲んでの意見交換

　

第
35
回
定
期
中
央
本
部
大
会

に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
、中
国
協
議

会
の
結
成
総
会
が
９
月
６
日（
水
）

に
、広
島
地
本
会
議
室
で
行
わ
れ
、

約
30
名
が
出
席
し
た
。

　

中
国
協
議
会
は
、
中
国
統
括

本
部
に
係
る
岡
山
地
方
本
部・米

子
地
方
本
部・広
島
地
方
本
部・

福
岡
地
方
本
部
に
て
構
成
す
る

協
議
体
と
し
て
発
足
し
た
。

　

結
成
総
会
で
は
、中
国
協
議
会

と
各
地
方
本
部
業
務
部
と
の
関

わ
り
方
や
、中
国
統
括
本
部
と
の

議
論
内
容
を
ス
ム
ー
ズ
に
組
合

員
に
伝
え
る
方
法
等
に
つい
て
議

論
が
行
わ
れ
、石
松
議
長（
広
島

地
本
・
執
行
委
員
長
）・
堂
屋
敷

事
務
局
長（
岡
山
地
本
・
執
行
委

員
長
）を
中
心
と
す
る
役
員
体
制

が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、新
た
な
協
議
会
発
足

に
伴
い
、上
村
中
央
執
行
委
員

長
よ
り
石
松
議
長
に
組
合
旗
が

手
渡
さ
れ
、

石
松
議
長

の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で

結
成
総
会

は
閉
会
し
、

新
た
な
協

議
会
が
ス

タ
ー
ト
し

た
。

　

今
後
、中

国
協
議
会

は
、中
国
統

括
本
部
に

係
る
業
務

課
題
を
引
き
受

け
る
組
織
と
し

て
運
営
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

　

こ
ん
に
ち
は
。本
社
総
支
部
の

総
務
系
統
分
会
で
分
会
長
と
し
て

活
動
し
、こ
の
度
本
社
総
支
部
執

行
委
員
と
な
り
ま
し
た
牧
野
で

す
。コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
反
転
攻

勢
、新
た
に
策
定
し
た「
Ｊ
Ｒ
西

日
本
グ
ル
ー
プ
鉄
道
安
全
考

動
計
画
２
０
２
７
」の

実
践
、刻
々
と
変
化
す

る
状
況
下
で
社
員
一
人

ひ
と
り
が
連
携
し
、

課
題
を
解
決
す
る

臨
機
応
変
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
本
社
総
支
部
の

活
動
も
、多
様
な
働
き
方
へ

の
対
応
や
理
解
、状
況
に
合
わ
せ

た
修
正
や
改
善
が
必
要
で
す
。

　

多
く
の
組
合
員
が
各
職
場
で
実

際
に
発
生
し
て
い
る
問
題
点
等
に

着
目
し
、組
合
員
の
目
線
か
ら
、能

動
的
に
会
社
へ
建
設
的
な
提
案
を

行
い
、働
き
が
い
を
高
め
て
い
く

姿
勢
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、組
合
員
同
士
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、よ
り
多
く

の
組
合
員
か
ら
多
様
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
る
組
合
活
動
を
目
指
し

て
、職
場
で
の
悩
み
や
問
題
点
を

他
の
組
合
員
と
積
極
的
に
共
有
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
そ
の
実
践
に
努
め
て
い
き

ま
す
。　

本
社
総
支
部 

執
行
委
員

牧
野
早
希

　

倉
吉
駅
連
区
分
会
は
、鳥
取

県
中
部
に
あ
る
山
陰
本
線
倉
吉

駅
で
働
く
仲
間
の
分
会
で
す
。

　

私
達
は
、機
関
紙
の
倉
吉
駅

連
区
分
会
ニュ
ー
ス「
あ
げ
ゐ
」の

発
行
を
重
要
な
活
動
と
位
置
付

け
、分
会
長
を
筆
頭
に
日
々
、試

行
錯
誤
し
な
が
ら
労
働
運
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
機

関
紙
名
は
倉
吉
駅
の
旧
駅
名

（
上
井
）か
ら
命
名
し
て
い
ま
す
。

　

倉
吉
駅
連
区
分
会
は
、分
会

組
合
員
が
ほ
ぼ
役
員
と
い
う
少

人
数
の
分
会
で
あ
り
な
が
ら
、諸

会
合
へ
の
参
加
、各
種
要
求
や
政

治
活
動
に
お
い
て
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、一
定
の
成
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
中
部
に
は
、温
泉
郷

と
し
て
三
朝
温
泉・は
わ
い
温
泉・

東
郷
温
泉・関
金
温
泉
が
あ
り
、

観
光
地
は
旧
市
内
に
白
壁
の
土

蔵
群
や
、湯
梨
浜
町
に
は
中
国

風
庭
園「
燕
趙
園
」が
あ
り
ま

す
。近
年
は
そ
の
燕
趙
園
で
開

催
さ
れ
る
、倉
吉
地
区
退
職
者

協
議
会
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
、分
会
レ
ク
と
合
同
で

開
催
し
て
い
ま
す
。組
織
を
超

え
た
つ
な
が
り
と
し
て
、退
職
者

協
議
会
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
と
り
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

他
に
も
毎
年
鳥
取
支
部
と
の

意
見
交
換
会

を
開
催
し
、

組
織
・
業
務

課
題
等
に
つ

い
て
幅
広
く

話
し
合
い
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　
一
方
、永
ら

く
分
会
を
支

え
て
き
た
９

代
目
と
な
る

分
会
執
行
委

員
長
も
交
代

の
時
期
と
な

り
ま
す
が
、

後
継
者
の
選

出
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
実
で

あ
り
、中
堅
層
へ
の
労
働
運
動
の

継
承
が
重
要
課
題
と
な
って
い
ま

す
。世
話
役
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
各
種
課
題
に
積
極
的
な
発

信
を
行
う
こ
と
で
、分
会
活
動

を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
、

人
任
せ
に
せ
ず
、「
俺
が
や
ら
ね

ば
誰
が
や
る
」を
合
言
葉
に
、分

会
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　  

〈
米
子
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
青
年
女
性
委
員
会

は
、「
第
７
回
ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」を

８
月
26
日（
土
）に
米
子
市
内
に

て
開
催
し
、総
勢
34
名
が
参
加
し

た
。

　

今
期
２
回
目
と
な
る
ユ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
は
、『
地
方
政
治
と
若
者
の

政
治
離
れ
』を
テ
ー
マ
と
し
、Ｊ
Ｒ

西
労
組
議
員
団
会
議
議
長
を
務

め
る
中
田
利
幸
米
子
市
議
を
招

い
た
。

　

冒
頭
、準
備
地
本
で
あ
る

板
倉
米
子
地
本
青
年
女
性

委
員
長
か
ら
、政
治
の
重
要

性
と
組
織
内
議
員
の
必
要

性
に
つい
て
挨
拶
が
あ
り
、そ

の
後
、沖
畠
青
年
女
性
委
員

長
か
ら
は
最
近
の
情
勢
や

ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
目
的
に
つ

い
て
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

中
田
市
議
か
ら
、米
子
駅

を
中
心
と
し
た
街
づ
く
り
や

若
者
の
政
治
離
れ
に
つ
い
て

講
義
が
行
わ
れ
、そ
の
後
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
で
は
、中
田

市
議
の
普
段
の
業
務
や
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
ど
、自
由
で
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、中
田
市
議
が
地
域
住
民

の
生
活
環
境
改
善
に
向
け
て
長

年
訴
え
、本
年
７
月
29
日
に
リ

ニュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
米
子
駅
を
、米

子
地
本
青
年
女
性
委
員
会
常
任

委
員
の
説
明
に
よ
り
見
学
し
、利

便
性
向
上
や
今
後
の
活
用
方
法
な

ど
、現
地
見
学
を
通
じ
て
よ
り
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、政
治
や
人
と

の
繋
が
り
の
重
要
性
、議
員
の
仕

事
に
つい
て
理
解
す
る
き
っか
け
と

なっ
た
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、有
意

義
な
ユ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
な
っ
た
。

中
国
協
議
会
結
成
総
会

第７回
ユーススタディを
開催

石
松
議
長・堂
屋
敷
事
務
局
長
に
よ
る

協
議
会
体
制
を
確
認

Vol.30

分
会
の
存
続
と
世
話
役
活
動
を
継
承
し
よ
う
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　  　倉吉駅連区分会

地
方
政
治
の
重
要
性
を
学
ぶ
!!


